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全
建
総
連
の
住
宅
復
旧
支
援
活
動
が
、
十
三
日
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
神
奈
川
県
連
か

ら
は
、
三
班
九
人
が
第
一
陣
と
し
て
早
朝
出
発
し
ま
し
た
。
名
和
住
対
部
長
・
田
中
執
行
委
員
・
花
井

書
記
の
三
人
は
、
先
遣
部
隊
と
し
て
十
二
日
か
ら
現
地
入
り
し
て
、
受
け
入
れ
態
勢
の
確
保
に
奔
走

し
、
本
日
朝
か
ら
現
地
で
の
住
宅
相
談
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
名
和
住
対
部
長
の
ト

ラ
ッ
ク
に
は
、
丸
鋸
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
発
電
機
・
げ
ん
の
う
・
差
し
金
等
の
支
援
物
資
も
積
込
み
、
現
地
に

届
け
て
い
ま
す
。 

【津波が一階部分に入り玄関と内部が破壊された住宅】 

 

岩
手
県
の
大
船
渡
市
を
拠
点

と
し
た
、
全
建
総
連
の
住
宅
復

旧
支
援
活
動
は
、
十
三
日
か
ら

十
六
日
が
第
一
陣
、
十
五
日
か

ら
十
八
日
が
第
二
陣
、
十
七
日

か
ら
二
十
日
が
第
三
陣
と
し
て

活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参

加
総
数
は
百
人
を
超
え
る
予
定

で
、
三
人
一
組
で
被
災
住
宅
の

復
旧
活
動
に
あ
た
り
ま
す
。 

 

第
一
陣
が
支
援
を
予
定
し
て

い
る
大
槌
町
は
、
全
世
帯
の
九

割
が
壊
滅
的
な
な
被
害
を
受
け

て
い
る
状
況
で
す
が
、
同
町
の

桜
木
町
一
帯
は
住
宅
の
一
階
の

天
井
近
く
ま
で
津
波
が
侵
入
し

ま
し
た
が
、
住
宅
は
ほ
と
ん
ど

残
っ
て
お
り
、
二
階
部
分
に
は

被
害
が
及
ん
で
い
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
写
真
に
も
あ
る
よ

う
に
、
玄
関
や
窓
が
破
壊
さ
れ

て
お
り
、
安
心
し
て
寝
泊
ま
り

で
き
る
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
一
階
部
分
の
床
板
も
損
傷

し
て
い
る
の
で
、
最
低
自
宅
に

戻
っ
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
壊

さ
れ
た
開
口
部
の
補
修
と
、
台
所

や
ト
イ
レ
の
修
繕
が
必
要
で
す
。 

 

全
建
総
連
の
支
援
部
隊
は
こ
う

し
た
住
宅
の
、
応
急
修
繕
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 

 第一陣                              第二陣                       第三陣 
五十嵐正男（横浜建職）   井口   康明（川  連）     中西 龍夫（神奈川土建） 

高橋 八作 （    〃   ）    鈴木  祐治（ 〃  ）     石渡 勝治（   〃   ）      

戸原 邦男 （    〃   ）   菅野  計一（ 〃  ）     今野 寛一（   〃   ）      

石井 利治 （久里浜建設）  佐々木忠男（神奈川土建）  千葉 敏郎（   〃   ）      

谷川 健正 （湘央建設）        安部 清志（   〃   ）     佐藤 定八（   〃   ）      

角田 紀和 （高相建設）    加藤   義明（   〃   ）     松本 信二（   〃   ）      

亀海 広光 （神奈川土建）  大川  信 （   〃   ）     伊藤  保 （建設横浜） 

更科 敏明 （   〃   ）     樫村  浩司（   〃    ）     東  寿人 （    〃   ） 

蒲谷  守  （   〃   ）  小玉習一郎（   〃   ）     飯島  誠 （    〃   ） 


